
２０１９年度 総合学習（海洋教育）実施計画 

                                    大野中学校３学年 

１ ねらい 地域の自然や環境の特徴を学習することで、自分の住む地域のよさを理解する。 

 

２ 実施学年  第３学年（男子２３名、女子２７名、計５０名） 

 

３ 実施内容 

 ○種市高校見学（海洋開発科１年生の実習授業の見学） 

 ○漁港見学・体験（漁港付近の清掃と乗船・ウニの皮むき体験） 

 

４ 引率教員  三國和彦 山舘明美 山下三四郎 畑中光則 髙橋廉 

 

５ 輸送手段  スクールバス２台～帯島バス、向田バス 

 

６ 日程    令和元年６月２８日（金）  

8:50  学校発 

9:20    宿戸漁港着  

9:30    乗船体験と海岸清掃（Ａ～Ｈ８つのグループに分かれ、2 グループごと  

に乗船。乗船時間は１５分程度。待機時間に海岸清掃）  

       10:50  うに剥き体験  

       11:30    漁港発  

       11:50  たねいち産直昼食購入受け取り  

12:00  種市海浜公園着（クラス集合写真 昼食、休憩）  

             13:10    公園出発  

             13:20  種市高校着  

             14:30  種市高校発  

             15:10    学校着 

 

 ７ 所用経費 4 万 4 千円（＋2.900 円） 内訳：体験費用 1.5 万円、昼食費（一人 580 円） 

 

 ８ 服装・持ち物 

  服装 学校指定運動着（中に半袖・ハーパン） 

  持ち物 スクールザックに・・・飲み物（水、お茶、スポドリ） 軍手    長靴  筆記用具  

 総合ファイル  ごみ袋   (必要な人)帽子   (天候により)カッパ  

  ＜学校から＞  救急セット ゴミ袋大８つ  カメラ 

 

９ その他 

    ①見学場所での安全指導に留意する。特に乗船中は大変危険なのでふざけない。 

  ②雨天の場合の昼食は、海浜公園駐車場でバスの中での昼食とする。 

  ③海岸でのけがや事故がないよう、事前の指導をしっかり行う。 



１０ 指導計画 

  ①「洋野町」について知っていること・しらないことを確認する（事前１時間） 

町の木：アカマツ 町の鳥：かもめ 町の花：椿 洋野町のマーク：緑→山、青→海 

大野の自慢は？ 三 陸 北 部 は 沿 岸 の 急 崖 や 断 崖 が 印 象 的 で す が 、洋 野 町 周 辺 で は 、海 抜 約 １ ８ ０ ～ ３ ０ ０ ｍ の な だ ら か な 丘 陵 を な す 段 丘 面

が 、 東 西 １ ０ ｋ ｍ に わ た り 広 が っ て い ま す 。 こ の 地 形 を 活 か し て 畜 産 や 畑 作 が 発 達 し ま し た 。 現 在 で は 、 生 乳 本 来 の 風 味 を 活 か し た 「 ゆ め 牛 乳 」 と こ

れ を 使 っ た 「 ゆ め ヨ ー グ ル ト 」 や 、 洋 野 の 大 地 で 放 し 飼 い で 育 つ 特 産 「 み ち の く 赤 鶏 」 を 使 っ た 赤 鶏 ラ ー メ ン 、 厳 し い 寒 さ に も 耐 え 抜 い て き た 山 ぶ ど

う を 使 っ た 山 ぶ ど う ワ イ ン が 特 産 品 と し て 人 気 で す 。  

岩 手 県 北 部 に 位 置 す る 洋 野 町 大 野 地 区 （ 旧 大 野 村 ） 。 こ の 地 で 暮 ら す 者 に と っ て 、 長 い 間 、 「 出 稼 ぎ 」 は 当 た り 前 の 生 活 だ っ た 。 自 然 豊 か な 土 地 だ け

に 、 主 要 産 業 と し て は 、 農 業 が 挙 げ ら れ る 。 し か し 、 北 上 高 地 の 山 間 に あ っ て 耕 作 地 は 少 な い う え に 、 オ ホ ー ツ ク 海 気 団 か ら 吹 く 冷 た く 湿 っ た 北 東 風

「 ヤ マ セ 」 に よ り 夏 の 低 温 と 日 照 不 足 を 避 け ら れ な い 土 地 。 地 域 全 体 と し て 稲 作 、 畑 作 と も に 適 地 と は い え ず 、 比 較 的 荒 地 で も 行 え る 酪 農 に 頼 る ほ か

な か っ た 。 現 在 で は 、 大 野 の 酪 農 は 本 州 で は 広 く 知 ら れ る ほ ど 成 長 し た が 、 か つ て は 小 規 模 な 農 家 が 多 く 、 安 定 し た 現 金 収 入 を 得 る た め に は 、 １ 年 を

通 し て の 出 稼 ぎ と い う 手 段 が 一 般 的 だ っ た の だ 。  

198 0 年 に 大 野 村 で 興 っ た 「 一 人 一 芸 」 運 動 は 、 当 時 の そ ん な 状 況 を 変 え る た め に 始 ま っ た 。 運 動 の 中 心 に い た の は 、 当 時 、 東 北 工 業 大 学 の 教 授 で 工 業

デ ザ イ ナ ー と し て 活 躍 を し て い た 故 ・ 秋 岡 芳 夫 氏 。 氏 は 、 大 野 村 を 現 地 調 査 し 、 地 元 に ア カ マ ツ や ト チ 、 ケ ヤ キ な ど の 木 材 資 源 が 豊 富 な こ と と 、 出 稼

ぎ に お け る 職 業 と し て 大 工 が 多 い こ と な ど か ら 、 木 工 製 作 を 中 心 と し た 新 し い ま ち づ く り 「 一 人 一 芸 の 里 」 の 実 現 を 提 唱 し た の だ 。 秋 岡 氏 と い え ば 、

地 域 で 埋 も れ て い た 工 芸 品 に 知 恵 と 技 を 加 え 、 す ぐ れ た 生 活 用 具 に リ フ ァ イ ン し て 都 市 生 活 者 に 紹 介 す る 「 モ ノ モ ノ 」 運 動 の 提 唱 者 。 大 野 で の 「 一 人

一 芸 」 運 動 で も 、 木 材 と い う 土 地 の 資 源 に 脚 光 を あ て な が ら 、 地 元 に 新 し い 技 術 と 価 値 観 を 根 づ か せ る こ と で 、 木 工 ク ラ フ ト を は じ め と す る 新 た な 産

業 の 創 出 が 可 能 に な る と 考 え た の で あ る 。  

大 野 村 で は 、 秋 岡 氏 の こ の 提 案 に 沿 っ て 「 大 野 村 春 の キ ャ ン パ ス 80」 を 開 催 。 各 界 で 活 躍 す る 講 師 の 指 導 に よ り 、 木 工 ろ く ろ 、 ホ ー ム ス パ ン 、 竹 細 工

や 地 域 の 素 材 を 用 い た 乳 製 品 の 加 工 、  郷 土 料 理 な ど を 内 容 と す る ワ ー ク シ ョ ッ プ が 催 さ れ 、  本 格 的 に 「 一 人 一 芸 の 里 」 づ く り が ス タ ー ト し た の で あ

る 。 ち な み に 、 道 の 駅 を は じ め 大 野 木 工 を 製 作 す る 木 工 房 や 産 業 デ ザ イ ン セ ン タ ー な ど 、 18 の 施 設 か ら な る 現 在 の 「 お お の キ ャ ン パ ス 」 は 、 こ の 「 大

野 村 キ ャ ン パ ス 」 が 原 点 。 も の づ く り と 地 域 資 源 の 再 発 見 の 場 と し て 、 活 動 の 幅 を 広 げ て き た 。  

 大野以外の洋野町の自慢は？ 海 産 物 、 ウ ニ 、 ほ や 、 あ わ び 、 漁 業 、 サ ー フ ィ ン 、 ビ ー チ サ ッ カ ー  種 高 に 日 本 唯 一 の ・ ・ ・  

   ウニ以外に何獲れる？ 漁業って儲かる？ 海の暮らしって大変？ 海洋開発科って？ 

 

  乗船グループ分け・・・部活単位で男女組み合わせて 6 人 or 7 人 

男   野３人 野３人 籠３人 籠３人 庭 卓 羽３人 庭 卓 羽３人  シ３人 シ２人 

女   庭４人 庭４人 庭４人 籠 吹３人 籠吹３人 籠吹３人  排３人 排３人 

    グループが決まったら、グループ内で漁師さんに質問を準備してみよう 

 

 ②「洋野町」の漁業や特別な進路について見学・体験を通して知る（6 時間） 

 

  ③「洋野町」についてまとめ、自己の将来を考える（文化祭の班新聞の記事に入れる） 

     


